
 

 

 

 

    

  

 

 

 

 

 

                                                    

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業名 開催時間 開催場所 

越谷プレーパーク 
越谷市プレーパーク事業 

11 時～16 時 

※３月出羽公園は 

10 時～15 時 

●越谷総合公園（増林 3-1）※グリーンマルシェ裏側トイレそば 

※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 

●３月は【出羽公園 10 時～15 時】（七左町 4-222） 

おちかくプレーパーク 

In 千間台第四公園 

10 時～12 時 千間台第四公園〈広場側〉（千間台西４-2）コスモス裏 

※近隣有料駐車場をご利用ください 

東越谷プレーパーク 
越谷市放課後子ども教室 

13 時～16 時 東越谷第七公園（花田 1-4） 

 

遊び道具をつめこんだ当会

オリジナルのプレイカー。

2024 年は越谷のまちを「ど

こでも遊び場」に変身だ！ 

 

開

催

予

定 

 

プレーパークって？ 

「○○してはいけません」という禁止事項のない遊び

場。何をしてもいい、なにもしなくてもいい。穴掘り、

木登り、泥んこ遊びや火を使った遊びなど、子どもた

ちが「やりたい!」と思ったことを自由にできるよう

に、大人たちが知恵を出し合って運営しています。 

NPO 法人越谷にプレーパークをつくる会 

メール koshigaya.asobo@gmail.com 

越谷にプレーパーク 

をつくる会 通信 

遊 び あ ふ れ る ま ち へ 

普通の公園が禁止事項ばかりなのは、何かあったと

きに「公園をつくった人が悪い」と管理者の責任を

追及する傾向があるからです。子どもが公園で自由

に遊ぶには、「事故は自分の責任」という考え方が基

本です。そうしないと禁止事項ばかりが増えてしま

い、結果、子どもが自由にチャレンジする機会を奪

うことになってしまいます。子どもが思いっきり遊

べる場所をみんなの力でつくりましょう！ 

モ
ッ
ト
ー
は 

自
分
の
責
任
で
自
由
に
遊
ぶ 

←参加前に当会ホームページ新着情報をご確認ください 

ブログ LINE Facebook ホームページ 

プレイリーダーって？ 

子どもととことん遊び、ありのままを受け入れ、遊

び全体に目を配ります。遊びの種を蒔き、遊びを通

して子どもたちの相談相手にもなってくれる、親で

も先生でもない子どもと対等な大人です。遊びに伴

う危険を予測して対応し、遊び場の整備なども行い

ます。 

【2 0 2 3 . 1 2 . 2 6 .現在】 

 
開催予定・時刻が変更になる場合があります 

寄付先、会費納入先のご案内 

◆振込 ゆうちょ銀行口座への振込 

店名：059 預金種目：当座 口座番号：0078897 

受取人名：NPO 法人 越谷にプレーパークをつくる会 

◆郵便振替 

振替口座：ゆうちょ銀行 00540-2-78897 

口座名義：NPO 法人 越谷にプレーパークをつくる会 

会員になってプレーパークを応援しませんか 

全国各地で４００を超える団体が冒険遊び場づくりに

取り組んでいます。越谷にプレーパークをつくる会は、

有志の市民が中心となってボランティアで運営してい

ます。会費は活動の大切な資金となっています。 

越谷市が「遊びあふれるまち」になるよう一緒に願って

くれる方を募集しています。 

プレーパーク あそびにおいで

■正会員  2000 円／年 

（活動趣旨に賛同し積極的に応援） 

■賛助会員 1000 円／口 何口でも！ 

（財政的にサポート） 

Instagram 

「プレーパークって何ですか？」よく聞かれま

す。私たちは活動をはじめて約２０年の団体です

が、多くの方にとってプレーパーク（冒険遊び場）

という言葉はまだなじみがなく、パッとイメージ

がわくものではないことを痛感しています。私は

「子どものやってみたい！に挑戦できる自由な

遊び場です」と説明をはじめます。でも、言葉で

説明するのがいつもむずかしいと感じています。 

プレーパークには、思い切り遊ぶ子どもがたくさ

んいます。「やってみたい！」を素直に無邪気に、

やってみることのできる空気が満ちています。つ

まり、その子がその子らしくいられる場所です

（遊びは誰とも比べられないものです）。 

これは、子どもの やってみたい！ に寄り添える

大人、プレイリーダーという専門職がいるからと

もいえます。そして、そんな子どもたちの姿に自

分の遊び心を刺激され、子どもたちと遊びだす保

護者やボランティア、ほほえんで見守る地域の方

がたくさんいるから。「わー！楽しい！」という

感情は年齢関係なく、伝染していくのでしょう。

いつの間にか、そんな心地よい空気をみんなでつ

くっている（生み出している）のです。 

あなたもぜひプレーパークに遊びにきませんか。

遊びに来たら思わず笑って、きっとホッとするこ

とでしょう。2024 年もたくさん遊べますように。 

（かなもん） 

あたたかいご支援、心より感謝申し上げます。 

●協和興運株式会社さま プレイカーの駐車場を無償でお借りしています。 

●株式会社明和さま   「アクセルブレーカー」（＊車のアクセルとブレーキの踏み間違いに

よる事故を防ぐ装置）を無償で取り付けていただきました。 

御 礼 

mailto:koshigaya.asobo@gmail.com


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一緒に春日部プレーパークをつくりませんか？ 

C 

C 

 

木材がしなることを利用したトランポリン。 

平均台にも変身できる。 

丸太を敷いてその上を転がして動かすため一

人では遊べない。一緒に遊ぶ機会がつくれる。 

c 

c 

 地域の皆さん 

ありがとうございます 

協和興運㈱さま ㈱明和さま ㈱ワタナベ ネット事業部アンテロープさま  

㈱山下工務店さま 欅組さま 野口組さま イオンスタイルせんげん台さま  

MEATMeet 大袋店さま タイヤガーデン越谷店さま ドラッグストアセキ花田店さま 

ご寄附、ご支援、木材、古タイヤ、段ボール、等提供頂いております。（順不同） 

この秋、大袋地区センター主催「お外で子育てしま

せんか」に参加しました。そこで出会った講師のは

っち（越谷プレーパークのプレイリーダーでもあり

ます）がこんなことを教えてくれました。はっちは

お子さんが生後半年のとき、友人二人で乳幼児親子

がつどえる場「みんなのちびそとひろば」を始めた

そう。手書きのチラシを作って、普段の外遊び道具

を少し持って。チラシもそれほど配っていないけ

ど、誰も来なくても一緒に始めた親子と遊べばいい

やと始めてみたら、２年も続いているそうです。 

プレーパークではじめて遊んだ帰り道、泥まみれの

わが子がふと「だいまんぞくっ」とつぶやきました。

私も満ち足りた気分でいっぱいだったことを思い

出します。それから多少距離があっても開催してい

るプレーパークを探し遊びに行くようになりまし

た。最初は我が家にとって遊びのイベントだったプ

レーパークも、いつしか日常の遊び場となり、そう

なってくるとその延長にもっと身近な場所に子ど

もも大人も自由にのびのび過ごせるプレーパーク

のような遊び場があったらいいなと思うようにな

りました。 

私が住む春日部にはプレーパークがありません。春

日部にもあったらいいのに…！思いは膨らみます。

強く願えば叶うもので、先日春日部市でついにプレ

ーパークを開催することができました。埼玉冒険遊

び場づくり連絡協議会のネットワーク強化の事業

として、越谷にプレーパークをつくる会のみなさん

に協力してもらいました。 

どんな場所でも、遊びに寛容な大人が集い、子ども

達がありのままで遊ぶ様子を見守り、楽しむ雰囲気

さえあれば、もうそこは私が常日頃親しんでいるプ

レーパークそのものでした。はじめましての人々が 

私たち自分で遊び場をつくりはじめました 

 

 

遊びを通して会話を交

わし、笑顔と笑い声が

広がる空間が誰にとっ

ても居心地がいいとい

うことが伝わっている

といいなと思います。 

今後はプレーパークを

春日部市民の力で続け

ていきたいのです！楽

しむ気持ちがあれば十

分！一緒に春日部プレ

ーパークをつくりませ

んか？  （あおき） 

連絡先： k a s u k a b e . p l a y p a r k @ g m a i l . c o m 

埼玉大学とプレイキットをつくりました 

 

 

私たちが、オリジナルカーをつくって外遊びの機会

を街中に広げていきたいと考えた時に、子どもたち

に「外に遊びに行きたい」と感じてもらうことがと

ても大切と思いました。ただし、常設の場ではない

ので、何日もかけて遊びをつくっていくことはでき

ません。だからといってイベントのように遊びを提

供するだけの場をつくるのは本意ではありません。

子どもたちの遊びたいという気持ちを刺激する少し

だけ特別と思えるもの・・遊び道具があったらと思

いました。しかもオリジナルカーで持ち運びができ

る耐久性のある木材のプレイキットをつくりたいと

思いました。 

六角形のおうちにチョークで落書きする子が多数いた

ことから、遠慮なくできるように黒板塗料を塗りまし

た。トランポリンの弾み方が悪かったので、板を薄くし

て 

しかし、私たちにはそのノウハウがありません。最

初に相談したのはいつも木工作のために廃材を提供

していただいている会社（欅組）です。するとそれな

らもっと適任な方がいると埼玉大学の浅田教授をご

紹介いただきました。 

浅田先生は NPO 法人木育木づかいネットの理事長

でもあり、幼児期から木材に触れるためのワークシ

ョップを積極的に行っていたことから「モバイルプ

レイキットプロジェクト」を一緒に取り組むことと

なりました。このプロジェクトには埼玉大学の教育

学部の学生にも参加していただきました。 

①まずは埼玉大学の授業で、学生たちに私たちの活動の説明 

7 班に分かれてそれぞれのアイデアを発表し合

い、班のアイデアとしてまとめたものを全体発表

してもらいました。後日、そのアイデアの中から

実現可能な遊びのキットを選びました。 

冒険遊び場づくり、移動式遊び場づくりの説明の

後、プレイリーダーと一緒に外遊び体験。 

※木製のモバイルプレイキットのアイデアを宿

題としました。 

②いよいよプレイキットの製作 浅田先生の図面をもとに、私たちのメンバー7～8 人が埼玉大学の木工室に 

2 日間通い、先生の指導のもと製作しました。 

入口がせまいので大人が中に入りにくいた

め子どもだけの世界がつくれる。 

 

プレイキットをつくる過程で出た廃材を利

用。小さな子どもの目線で落書きが可能。 

 

③実際の子どもたちの遊びの様子から改良 

7 班に分かれてそれぞれのアイデアを発表し

合い、班のアイデアとしてまとめたものを全体

発表してもらいました。後日、そのアイデアの

中から実現可能な遊びのキットを選びました。 

もっとしなるように工夫しました。これからもたくさん

の子ども達が遊ぶことで変化していくプレイキットに

なることでしょう。             (渕野) 

 

「モバイルプレイキットプロジェクト」 

子どもの遊びたいという気持ちを刺激する遊び道具 

 

１
日
目 

２
日
目 

六角形のおうち トロッコ* 

 

ツリー型落書き版 角材のトランポリン 

つくったもの 

 

*トロッコ 

「 の び の び ひ ろ ば 」 は じ め ま し た 

いつもプレーパークで子どもと一緒に（子どもにまけないくらい！）楽しんでいるお二人。 

ついに楽しむだけでなく、こんな遊び場あったらいいな、とそれぞれ遊び場づくりをはじめました。 

●12/10 春日部でのプレーパーク開催時に掲示した手作り看板 

●１月のびのびひろばの開催チラシ 

気楽にできそうだし、

自分もやってみたい

と思いました。私は普

段の子育てで、『子ど

もを信じて子どもの

感じるままに動いて

欲しい』をモットーに

しています。でも、そ

れは自分一人では、い

つもできませんでし

た。ただ、プレーパー 

クに来たときは、そんな理想が実現できました。ま

た、普段、誘い合って親子で遊ぶと、親たちが次第

にどの子もやんちゃなのを知り、そんな時の子ども

がより生き生きと遊びだすのを見て、子どもに寛容

になれたし、居心地の良い雰囲気が作られていった

経験がありました。それで、「のびのびひろば」を

始めました。まだ 2 回ですが、お互い頼りあえて、 

子どもがのびのびしてるってこん

な素晴らしいんだねって共に感じ

られていることが嬉しいです。                      

（あっきー） 


